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山工｜｜展示直｜
〔1〕7.23出～8.21（日）
〔2〕9.17出～10.16（日）
〔3〕10.22出～12.4（日）

diil刊行周年 ・京区区制八十同年記念、ー

かつて加古野村と呼ばれた名前！.，.，！，台地の北端に築城 と城下Illfの建設がはじま ったのは、出長14fj".(1609)
のことでめる。以来、260iド、 名古｝.，.，！，は、江戸と 大坂の1:j11:11に位置する御三家筆頭i-r!.＇）長徳川家の城ド111rと
して ~1＼門のI也位を fl!li似し 、 発出することとなる 。 それは、日、1・々の訴状況によ っ て約ー余 r!L1折 を存主るものの 、
すべてが、!.Us；（へ点以へと i=j1央集権化を強めていく 明治以降に比べ、名古｝.，.，！，がも っともその附性を発揮
し、独「！の文化を育て繁栄したll!iWJであった。
ープj、築城後まもなく 、城内につくられた当文wのflfj身1-G張部の仰文hitも、1：古九｛の繁栄とともに歩

み 、 文化発展の；j（先案内 人の役－~i i ］ を架し

た0 ~:ff：新後は 、 l 円hi~長滞および1-G張i！~i川

家の旧政 ,i;: を ~1 ：心 として 、 公 IJf.I 文 Jiltの先

月1gとな ってJJ.1.11：におよび、誕生から380
年、 当文Jiltには、jノ・，？i'Iヂの）jf.)l：と文化を
秒9 ~寄る•＇：抄j が1ifi·Jf~ されてい る。

今年は、当文J1liとはl併史的つながりを
もっ 点｜ヌーが！＂~ ；＼ii ］ 八 i· I出jfドを迎えるととも

に、来年は名古以diのlIi f!i1J r i J;11J 1ドにめた

る。今1111は、これを記念し、当文Jiltの蹴
.,1 ；： に 、 ~古 13-{ di博物館、｜行l飢鮮 1.1·1 火図 ， 1;:

fii:の政ユiもIJllえて、江Fill年代の名古！ぷの
j有利｜を31百I1二分けて初介するものでめる。
〈参再文献〉
「II本i仲良w,1,x r. rt;h'h&J ( 111i 手11 60 ~1'- 小，＇： ~d)
「名前l;{di＇と ’f芸結Jr l••I 人物福」

（大正4午、 ll{l利19:f r. r'ikidi l 
「松‘1qi1l1丹」〔文化財簸川第73；〕〕

（『Ii陥鍔 llll和52:1三名；＇； k{di)
（阿部秋生昭和17if. 三・r.市）

江戸時代の名古屋 を考える
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「御下屋敷惣図面」「尾州名古屋御城下之図」（左上）



I.熱田の宮と名古屋城

熱川.f1jr,0:0；は、 11 イ〈止t 門カ｛·，·九·：•a妥に ＇j－ えた」；，.. 

, I H：己」にその 4ノ：の 'IX上J~ i－る ， J i'(~rJ‘」4との ，＼ l 、 ！！校 lとをもつ ;f1j 1 ト｜でめる 。 ），＇’i辺には戸I くカ、ら I ＇ ’ 111ri111rが形成さ

れ、さらに、以ii1i)且の・r（けJ，）川のーつでめるとともに、IYif!'IJにii1fをひかえるi引Ifでもめった。熱111が百｜：

diとしての形態を終えるのは、似jEjlLHtの本ごろといわれる。i1:1ill.＇）＇代の熱 Illは、j亡t112（ド（1616）、

京海道 Ii.卜：次1J11ifl'－ーの海 Ul/LW告でめる桑名までの じ＇I＇.の泌がllf-J,i'.Zされるなど、＇r(けJ,)111rとして繁栄す

るとともに、新:!.l'l!JocドIllf名i＼九：の1&11＜：：により 、その外t症として 体化を強めていったのでめる。

また 、 .f1jr；：•； を 1 J 1 心 に fド 1::1約70 をこえる .f1 j1 ・ l ~祭礼がfi＂なわれ 、 ~~1lljの文化人j主が1行.tJ,\ を ！ill るなど、戸｛

し、）伊＇:l：を1'f）；［· として、よJr~！白~：1 Ii r, ?-1w.とは主主なる文化闘が形成されており、これによって熱Illは、物
抗出だけでなく、文化的にも才Iii JI；－｛の外地の f生存I］を~~していた 。

熱川から j,j出~を -Itへ、必般の ｜ ｜ に終然と 111]",i!I］された名前I-ti城 ドがひろがり、その-IU~.l に令蹴の:16 1(

< I’l 1Jji＿のk(J：がそびえる。他川家：wが、 1lyjE・Jijjjの1)ii11Mとして5q＝.以 ｜：の歳JIをかけた名i¥I；－｛の築城と
U主ドIllf ilt ,i'.Z は、、1111 .＼＇：の 11i 先端iの技術を~l~f史 し、 MJ{.fの権力によ っ て .l l'i大名の）Jを結集した j 1；・｜家 （I＇~ 大‘F

:lでめった。以後、 k[I ill、千代を通 じて峨々な修FH、m改築がitわれるが、その立111：、技術は、そのII.')'
々の11ii1rのものがとり入れられてきた。

装自flit~：を豆悦した 11Y; JJ:U なノ〈守｜拡l 。 ；l手If｛ の＇r(I~＇？と してね針探酬の市による被訟をはじめ、必iI: tj:立IF正

を1.'fつ本)L御殿、 「i割け＇！oc」とH乎ばれ、hi帳消の1F.1i：でめった：の)L（他部で「j民l城」＝1r1iは本)Lを
さす）、ここには、 fi1JIB11午、初代子高.j：：義）ll：の好みにより、先進（l'・Jlj: l.'f械の出闘がfiごられ、 tit.’五九｛は後111:

にそのr，を主｜｜られた「似1fti＊九i」 であった。-ltfJll］に早川をへだてて！ムがるかつてのd!J也ドi朗l深jj:には、
初HIJには、il¥ff700mにもおよぶ蓮池や山などl'I然のJ!P.l);l・を'lj：した！定闘がつくられ、 i1:1 i II判tも後！日l

には、出｜人jl こ l " J 1洲町、 ＇（（けJ~ lll f を 1 ＇｝刻するという叩I.＼＇としては 1liill(-.j(1'.; lj: I~づくりが行われた。

>lj文）1Itの名称でもある＝蓬／1：とは、；Li ill. 'i＝代に他われた 4ノ1 前九：の）jlj,f{j；である 。 内い附~：を持つ蓬莱

,1;,j＝熱 1 11',•: ·; （熱111.f1jr,0:0；には蓬＊伝説がめるためこう呼ばれた。）のメ，：)j＝北 （東海道をふ－占｜：から 下ると

/i:(jll])にllflけた川という立l沫で、 ：つの川のl併！と（！＇・Jな｜民II＃：をぶす言%でめる。熱111・1；・；とれ甘1N城に象

徴されるj[J ill.¥'(¥.11，戸1Nの繁栄は、 111ぃ）jf.'l：と文化の ｜：に築かれた析しいIllfの持つ11によるところが

大きいのではないだろうか。

1. J三仮店l岡 江戸rJ•ltil写 I枚
2. 4ノ・，r11w村ホ｜χ｜ 写 I枚
3. hi~長絵図 写 （ i_[r•) l枚
4. 出張志附｜ヌ｜ 愛J;111:1;,14.熱川

小Ill切春江画天i栄15千I＇－写 2枚
5. 1ゼ川名前以御城 ，.＿－之阿 江戸斗1Jt1J写 1制1
6. 熱川本山木H絵｜χl 写（江戸） 2枚
7. 熱111'，.；•；惣絵同 ！日l l枚
8. 熱111l二十l引所会｜ヌl flil l枚
9. r，前九｛J-Joc門前 J'.l"J,)',i!IJ之似I1111 l枚
10. M川名IJ千九；J成｜ヌ｜ 字以Zfド写 1折
11. hil弘r，戸iN城lヌI I日l l折
12. 1j1／剤IJヤ之Ill!北｛何l出惣松

江戸初j自i写（被製） 1枚
13. i剤l城二之九iifll出之限｜ 写（ィ工戸） l枚
14. ：之)L/ifl!J定道及時イiiヌ｜ 同 l枚
15. 花町之似｜ 同 1枚
16. 桜御11ll 1Y.i iif!J Ii!: 17q季之問 問 l枚
17. 出仮名1iJj・［ヌ！会 1lii前
IY.J日j啓・里fI l道ll等制森山雅・小Ill切手千江等l!ID
天保15年「I] 7 -& 7 fH} 

18. 小ifi川良i1'i7J<問JU啓 11(1利5・-ji 8 (j' )'lj 8巻6fl甘
19. リ長HI斜g，止、

内藤正参（ ~UH) 江戸中Jtil写 100-&10011!} 
20. j己d長名｜引｜ヌ｜会

出力樋｛言 11~1和 15年 fl]
（天保f.J'-l::J写、 l’！準抗木被製） 7f冊

21. j店内盟［＇J{.fJ-JJX.志樋口好古江戸木)ti~与： 2冊
22. wii1fJ41l111奈梨毛

十返合一九 江；；JくJtiffiJ 8縦18flf}-
23. ,¥/'ii Ej道1j1すそのJ.,'1：牡

同 文化 ・文政il'-l::Jflj 24f附
24. 4ノ1議以見物Ill!制之総足

＊花冗lぷ 文化12f.J'.fl] 2 -& 2 fl!}-
25. 熱川111r111 t.c 写 2巻2官庁
26. 熱川祭実作，，，行事例会正戸水Jtil写 10附
27. Ji.~長＇. j'.1 j1 行 事絵鈴（彼製）

，：・：：；力組（言・小問切春江縦画
文政～天保fJ'-l::J写 （小rn切春江袋）
（！京本 来洋文hll政） 14 Jlfr 

28 . .J'Fr1Y.i1II石純真；酔写（宇和1311ミ11；.稲本） 1111}-
29. ~I（存肌穿 模釈？？ 写（文化yじf利子） 2fll}-
30. j手rr、遊戯，1;,•;
.m瓜合判位i写（文化3if. I f. ・ fi:'!i本） 1 flfr 

31. 起J ，：選！f.f ρじ,f\•,',\
加藤品)jj 江戸木即時 1 fl!}-

32.イitMi/,;t戸｛鈷
奥村m投 ！日1 650・付Ie66fll}-

33. 仰天守iifll修剖留（宝附） 写 111サ

「熱田祭実年中行事図会」
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II .藩主と家臣の住んだlllJ ～江戸時代の東区～

JJI. (1：、4ノIi1J,_{ I打点Ix：に！丙するJ也城は、?i:Jill刊ににはt,1-IJ Ii-{ li& I；の米；ti；、tltl1とllJ'ばれたJ也J或と、城
ドを1＇！＇，て点へIIl存11JI: jti；大円似、欠IIl、大卒の矢川川1Y.ii'1＇.－の十i々 から）J文_,J－＿ーしている。

r. 1j1・以lJJli.，，－の点；？｜；は、城 ，，－の111心五李総',iii］とH乎ばれたIllf人地に点、lし、その多くを7涜高－｜：のfj:J.1：が‘111める
i品、a ，冬·_t也でめり 、 その 1 11 に τ＇j:牟 I~：や t涜 i ： 、 イj プJ玄R〔の ）Ji］民I I が.＇ .＇ .＇

日布のJil1j(!IJjをlllf家が11"iめると いうUH'llを単していた。

lムい境内を1-1，つ端 i：の軒提＇＞＇i'lli1I1-.'f＇を岐に山｜！の1Jlj:ti；、 JJI.(1 ：：の 「 ｜ 氏、~）~川辺は 、 -1 i 、 ｜ιl~J300～ 700

上I＇に終然とJi-{1J'.(.ii1Jがなされた 卜111級浦上の家政が、工ち悦び、この111には、「肌鵡簡111記」のf'I'－｛！－としてJill

られた1;!JJ11 文 ~dlf.jl " J の民政もあ っ た。 －－ )j 、 i!!;1 l 1 才jーの 1-fj(! l t j から 点にかけて JJI.(正の （ i 人 Ill f 、 .＇ .I .~門 Illf、市:JI:

),'i］辺は、（1一人中ll、.1.l.¥l"Jキllなどに回した I；級滞 l：のキIlJ'r{取が集 1 1 1 し 、 100.J:.H；.下の fl ：φJ,1i が判ーを、~ f； べていた 。

il:Jill.'i代の城 ，，－の絵｜ヌ｜を見ると 、大きく ｜メ[iii／をと った竺（IJ也，：g：は、精 i：ゃイ111家肌の／J1JlWか寺院で
める。ちょうと、 1 -_ 11 1級家 l~ i－ と HJJt家 r,－；＿ の ）， 1iflJ也！ ：＞＜＂＿の境にめたる JJI.(t=の代官lllfから葵にいたる 6)j 4 

T-l、I＇の！ム k な リlj~ _t也 を 11i めたのは 、 i滞 i：の ）jlj 氏I I 、 御 ，，· i_,;_ 1hで、 あ っ た 。 ｜人J :ti； には、米~I：とよ邸宅 と 点打｜；の t,
！叶や ~Uiii ）丘 を脱 した出 、 さらに柴岡、俗l 1＼ · ： ；：、稲 （，：（：； ；・なともめり 、 公務 を ：~II＇ れた部王’7；：の f~＼ 丘、の .J-M と

なったのまた、四代子；＇）凶の／：｝：本Nlt'L:がiL j’での札fj-の木、 ここへ送られてII免－＇.＼・－をすごし、；｜宇，，＿；：古京の

日JJ~ t にふれて松），り させられた じ fU~点王主主存 も 、ここで余生を送 っ て い る 。

ill 111、午の.Ith、弓Lfr、、11)( 11 ＼ （や i.i~l川 ）：科J自iι（のめる英公l点l を 1 1 1 ｛.、としたJ也域は、城 ｜〈 と ｝.：＿＿＼ ‘「

にめたり 、；u；初HIJには、1&iwn、イli inf、il!t.J.Zl＂！；－：、大名怖の’ぷ l~i の ）jlj 氏11 が；；そかれていた 。 このあたりの

l; Hi!l を Hんだ ~｛~ t涼 j：＿光）,Z(j_、jじM8iJ'-(1695）、 ：ヲネイ？せて13JjJ:、I＇に もおよぶ！ム大な蚊J也をl¥JJ,1i11Ji-と
したr 〕＇（）：＿；＿は、lJ長1J、！の伺l文 li \i. からここへ j：物 を ）~ ば‘せており 、 その II1-1<も伐されている。光ぷのタヒ後

は、ふたたび ：家のり1］ほIIとなったが、lリiifi ~,ff~新 とともに他Jll ’ぷのものとな VJ 、城｜人l にめった ， l：物や迫共

rnの多くが、この九u江戸、llこ！£びこまれた。
城ドに境を依1るA.:Y,1似村は、城ドへの人11に本Iiが，；支けられ、4ノ，1¥Jヂ凹11の ・つ大川似l！とII千ば

れた。村｜人jを，：rと光：'f'(Jjj丘とi頼Ii(jjj且カ＜）！］lJ品する：ど！illの安jilljとしてWiうとともに、城 ，，－の先Ji：に従って、
114(!'1］にはIllf九iがl('iIJllし、lllfif"fi・11Jj・のJピ内じドとなって城ドと . (1; fヒしていった。しかし 、大l川、以村も111f 

J-t,Jをすぎると 、Ujj旦i!h、に点 と々 民税がJf%.文さ れ1¥'1去にlll・f.111がlムがるJ,';):.f.I'J也，；；？となる。欠｜｜｜、 k、lさの
＼村にいたってもliiJ械で、利．祈までそのl;Hi!lを大きく変えることはなかったのである。
1. l己J(.f4ノ，，1；・J_,_;_i:XI i I：戸1J1JYJ1:j: I ·~tit 
2. γI 1¥Ji-{JJlX f llJJ市川ヌ｜ 写 （江戸） 1 iiサ
3. t，戸｛九：11&H!(J l口I 1冊
4. γ.11 JJ~i 1ヌ｜ lりIifo; 2 ff.?]'. 1官庁
s. r,110_,_;_1ヌI J；.・ (i_l戸） 7枚
6. {',-i:訂以訓絵凶 写 13折
7. 建中寺御霊長労｛何l内仏御参詣之図

写 （江戸）（名古凶鶴舞1¥1；た図，11館総）1枚
8. 住111宇佐松本池早川；＇ill！ヌ1 1): 2枚
9. IB1l1手d何lt#i外lllJN'.iiiJIヌl写 1枚
10. iil11 ド li-!1］~i何1-t行間 写 1枚
11. i剤｜ドIi-{敷惣同而 ：与ー If.文
12. ~ Ul~i 1l:；ドi創II'. I－；－！＿政御殿拠点訟｜ヌ｜ 写 1枚
13. 大＼＇（枇4f li-{1J~閃 1J：・ （ィ上戸） l枚
14. 名古l主赤塚111r之図

江戸後Jtll写（個人政）3枚
15. 大幸村絵図 3ぅ： （｝」；ri) 1枚
16. 大幸村絵図（J-G13長国｜町村絵図）

lllJ.fl/63'<1＇干1］（江戸後JYI写本被製）
（名古屋鶴舞中央図，1}ftffi1111) 1牧

17. 矢田村絵図 （同） ！日I(I日］） （同） 1 .ft[ 
18. 大凶恨村絵図（｜百］） ｜口I（同） （問） 1枚
19. 尼張名所図会

｜河口l啓・里子r1 ili直符税制i ；森~·：i :fll~ . 小口HIJ春江等l函
天白：15年fl] 7巻7ill]-

20. 小治田真消Aく
｜悶悶啓 H百平II5歪8＇，ド「11 so61111-

21. 出張名｜場図会
日力松！信
11 2.fl/ 15年「！J(天 r~~w 1::i写、「 l筑前本被製） 7 illt 

- 3一

22. m叩l~f-lff城志
樋11灯台 江Ii,.jくJtJJJj'. 2111]-

23. Iii~長f旬行記
｜百I I司 1JI/]-

24. Iii張年中行事絵室長、（複製）
出力的信 ・小Illl;IJ存i.l朝日1幽
文政～天i呆＇.f-l::J写（小川VJHi.Ct下）
(IJ;t-1>: JUi羊文／,j；＿縦） 14il/J-

25. J京J候！俗合~
刈力組｛言 ill；後j例：Fj:(I’I ~ft ) 

（名古以iii博物館iiili) 1 ill]-
26. 名｜窃兄llfl図会 四編上

同 jミ r~~ 1 i1二：写 (!'I市）
（才1古／：；｛1行鶴舞仁，，火図.＇H!H≫資） 1 ill]-

27. 火タ之H寺火消党中長 ;f;J，む2（！＇.：与： 1 !Jlj-
2s. 111r ~1~火消山人之定 Jじ椋 13 ＇＜ ！二~EJ: 1 II& 
29. 渡辺家御預百人組之留記 JIJJi制、'JYJ写

（名古屋市鶴鋒中央図g館蔵） 1 ill]-
30. i創l下以政旧記 同 （防I) 1 ill]-
31. 金城i1'f!t古録

奥村1~~ ~世江戸末Hll写 650-1τJ 1巻66111]-
32. 統計出｜ 江戸1.¥1JYJ写 3 >'J lillJ-
33. 昔urn 近松茂短 J亡文3fl三写． （｜’｜祭）7 0 7ii!J・ 
34. 瑞龍1~g美術l隠居以後従表｛同II訳寄伺l逝去後
迎涼l品llil11文j市江入仰さ；籍 写（江戸） 1 ill]-

35. 尼｜場寛文記
立~ff阜刊fl f1長 江戸末期再 1 OIJ-

36. 務士名寄 'JJ＇.’ （fi九本） 140111]-
37. 尼藩分｜浪i帳（天保至嘉永） 写 2 ii庁
38. 仮名分名寄 （文政至元治） 写 3il!J-



田． ,1；：午初愛k子のj瓜土 ～ 名 111 1-t~ ・・；：ーの先！W./Iーたち～

「 γ，， 11九｛··；：：」という ＇ di~は 、 ずいぶん以1iii から f交 われて久し い が、 まだこれについての·／ f.l.j (I ＇~ (iJf究や定災はな

い。 ここでは 、 γ＇ ， 111ぷを • I•心 とした1・ n:1M究及び文化i，刊の全体をJ行すものとして山川させていただきたい 、＇I.X 

／.＼（の 1 iii 身、 j己•JL~iii'iの iiFH Jil( を fliJ.没した持)I ＇ ！： を !l.fiめとして 、 i Uill.'d ＼： の γI 1 1 1/i：の＂；：： 行 、 文化人たちは 、 ， i ；： ~~Jh きな

h注目1；：家が多く 、i'il'i！」1likお＇iされたものなとを始め、、1!.XJ1lil..:fムえられたものも多L、。今1111l立、jJ:Jill.'d＼：の名，1山；を

111心 に fl~IYU11·1 な i ldiJJ を 行 っ た’· ；：： 行、文化人 をとりあげ 、 11n；：の ;i:;: , 1 ： や11後 ， 1 ；：によ っ て「名 1 111,v；：：」の J品i をご制介する 0

?'1111九；における・・；そll:J(iJf究のi'l',5t点にfii:j;1，：するのは、初（¥:i'itiiンrdi:( i6oo～50）とそのf!!IJ近の・；：：tiたらである

徳川家出の：f~9 r に'I：まれ、駿J{.fへl!JJ，りした’家出のもとで、11(¥: ・ililの’－；：： れたちにIJFIまれて少年ll.'i代を.i2；づたぬfl’（
は、その側近にも低れた＂？－（；・を集め、かれらの協）J のもとに！出ki/i'iの >Z ＊~政策 を1W：＆ した R11'1： には 1 1111>1の よ人組

l味を，ιj[ojするftfi1[1jがあり、Jlx'.集した，l；物の大、ドが、i:J:if;)i( 1111 El 、 •：iJJ .~tY'の ， 1 ：：物 ） であ っ たが、 ilt の ··；：：1::w.1 ~w~；が 11

本の，1，・代史(iJf究とト＂＇付 (iJf究にあったことは、 「統II本高山 はじめ111(¥:lと｜見Ilk"：の文11i！；の似集に）J を人 J 1 、 ii ~ が（J!!J j止

の＂；：：-(;・I:こらとと もに「j以来11本市山 ( fil• （＼： より光 子：ノ＂： • ； i，までlが（にの ‘lゆがを J、： IEl＇どをもとに 制話したもの）、「ト1j111Ut

IリI~」（全 IElのJ:.:t-1111;.i: a: I l刊｜；別に分け 、 1iJi'f 1 ： 、 祭ドI• 、 111祁などを lリi らかにしたもの ） を利品3 したことによ っ ても

lリ｜ らかである。

J宝 11＼の ， l；物収集や ;i:;：~ i ldiJJ を’）,Jr,＼ に行t:JJ; したのは、 JJ:1:,11' J(ci ( 15 8 5～ 1642）とillの門的たちであ’Jた。H、縦111( 

1 583～ 1 657）らとともに雌｝J；（↑J 1）制 ｜口j トの l凡！大 ｜．の ・人 L~X えら れた 1i'Jtci は 、 はじめJl、： ，1 ;

1 1 ＇（ の －！＇｛｛ ；きにより 、 j己リ長i術に（｜ えた。 1J'J(ciの指導の 1，· に、や1 1 ト｜．のぷ！ ftや 1 1 1記録の . ＇ i＇ ~j： などに.f1,＇~わ っ たのは、 t' l1:':j、ill

｜災ら ｛伎の，山、 fーた ちゃ、深ll l 1L主、止~＼~！f-’ム’t.i、，）（（i11J・f.'・Hl1匂ーであった。

災 1 1’lの指導 した品目.＼$.1 ’ J~~ に よ っ て始ま っ たγ· r· l·jMf :hの ~I.泌を受け継 ぎ、 1t以させたのは 、 ノ〈型 ff,f ；；~· (1661～ 17 

33）と 古見事手II( 1673～ 1761）であった。tx!'iをと もr:＆ともi'i・われるi仙市 「5J.. U;l.」を残したJd！＂（.＼；； ；ーは、11れ：．
－（；・を称する ものの、その守f1iii;forn1は！ムく 、まさに悼む必記、J・rl;JkJ.W!(1＇，・への.filr1¥r'i見学利は、’l：オミの寸ーに」j（自｜；遊・－；：：

を総て、、II（℃随－のflli辺’ふとa・Fされた人物である。ともに・： l\:i涜 LUi6JtJ£の命による「Jt:'. •J長胤 I ：，＼じ」の制諒 に奴わ

った 一人に共通するのは、 t妥れた i'H↓に μづ「けら れた汚 ~11： に ifl!.' .i.

究のA:島I~ をなすものであ つ た。 ま た 、 が .fll は 、 ＇ i:i!J ,I ；物 を 1／ す F を （4、めることは な かっ たと パわれる打、 rffl·の

以集に）Jを人 ~1 、 そのIW3 ）、で－すぐれた1起 。 1:: 1 こ対 して 、 i被 Hナ；II持は 、 メJ比五・の氏1\ 1｝サ に J川I を !ill て Ui!il ）主 Joi( ） 、｛純I.>(

Joli.I」準じた似いをした。

この後、 まもなく 才J山：のγ：f,f.j 文化の 111心に笠｝~）； し たのが絵、 1q \· 1 11 (1697～1783）でゐる。f:J:)jのl、r1位l父l二品I ； 

1;'J(ci を J.lrつ ~ ＼＇ iJ ！ は 、 t災＂；：： に !l.fi まつて イ》よ J’ι』

うとし」とさえA‘I＇された ：｛1;111，、jそiJf<.をj杉/J主した。，1；：物！Mi・の械を35'<1'-lliJ!ffJJめた，｛.＇；山は、綱よJRのタピょによって11'1析し

た「Jt:'.必j瓜 Uc」 の私1i誕の泣，止、を制 ぎ、初めての＇ 1＼撲地ι： 「必）+IJ(.f，よ」 を 4~ni築 、 さら l二 l‘r1組父品I\1J'J従が子掛け」.:: 

完にk：冬 つ た『甘rJ：の！｛~,: 

てii信のi朗l文：Joliにl猷｜：され、 そのままJJl(1：、、11文Jil(に｛ぶえられている。

このような r.1 ＇•・Mにおける’河川文化の降慌の 111 で 、 4ノ1111・k｛＂；：：・を IU-'iする い1J本j'J~~fi( 171 8～ 1 783 ） 、 f.AL~ ( 1723～ 

1792）、fiHU(1756～ 1819）による紀リ1v；そがJili:1／. する 。 兄タ~~fi と J t に 1＇ ；見 、川IIlこ神道をγ：び、その｛'lf11!(J'.J次予1Efl'・JW1'

釈のための，，，・リ1！研究をめざした禿似は、 「il 本 .＇ i' k:cJ の校訂と 併釈 lこJ以りキILみ、次ヲ~／，正行止の協）Jを｛！｝て、 「，1；：紀

ttw~」を完成 、 1:1]t j· し た 0 •I '1 11： の 11 11~立本ー に よる神仙 i一義的な解釈lこ対 して、近 1 11： の ｛＇！ fl！！村if1 j 1 に もとづいた (iJf究態

lえは、111': ,1::ff.己研究および1111¥:＇.と (iJf究 l:11l1jHJlfl＇~ な も のであ っ た。 こ うし た業紡の1 ＼＇；；：ーに は 、 れ lI lのあとをうけて

， ！？物40::fi' を到jめ、必 ， 1 ；：数 )j .在と いわれた f.j~fiの文J11i. 「 .X会 . ＇ i-Jii(」 のイU1 ：ー があ っ た 。 このi llff ・I家の 11弘行ーのほとんど

がi政1lii、di、／A',111kH京l.1Hlff 1こ1iJi・泌されていたが似災て・焼失、焼け残った一；！I；が？＇， 11 1-W d iM＼ ~l~ • I 1火lヌI.1ififfに1iJi・11後さ

れている。

また、このH、＇i'Hllには、イ111波放来、flt’令(iJf究においても尖f.1E的な古リ！!fiJf究が11,'iんと なり、やl1.H1EI災（1728～ 1772) 

忠点 （1740～1781）、稲」;:5；必よII(1744～1801）勺が、秀似、 秀量ifi;-:t；・；とともに(iJf究会をii'った0 .f1j1村是正は必，1；：五どと し

て も知l られ 、 そ の •I• には催れた古典絡が数多 く；＇＼ まれていたが、後嗣が絶え たため 、 そ の11r& ,1 ；：は部のi剤l ；立： Jo)( に納

められ、JJl(1:（ま；＇I文J1Ji.に伝わ っているo .f1l1 .f ·tlt:i災の川人稲必＠:fll に は 、 禿似句； と ~t に ii" っ た .＆~’l：の符 J； 「 .fill紙ミif

リ1！」 「rJl来｜｜つt;:k:山の校訂、in;祈寺本「r11· J~ .ic」 の校 F,fなと♂の業ff}iがある。i迫占IIはi去に工iLiの鈴の九｛！＂］ （こ人ったが、

伊勢に本）， 1 ；宣：K が山 ると 、 名前九Jーにおいてはそ の地則的l民l係もあり 、 ；，；＼~~（~は大 きく 、この後の古典研究は室長門



i、のfo'ilゐ立／／；・ ( 1794～ 1 876 ） 、 (11~1 ( 1829～1882）、111111 

r・ ··~ ( 1812～1876) －：：；－：ーによってリ｜き桝がれた

、二）して、r，，，山：におけ4シ；：：外Jfiif究IJ:、初代ぷ j:_.j'Q
11'(J'J，米、 ，＇，－（＼；：iとを111心とした111リl山「火を つのね徴と

してあげることができる。 . )jでIJ:、r,1111,;u)--;::11:11.t. 
t~＇，＼比伯； I，じを l~（i 1f(し、 ゆえに k~f-1.\" ）； （ーの 「5i.. U1i..J に（＼；：

／之主Alゐ判長範，ll.'.H ！’ ｜ らの ~rn1 、 人からの｛ぶ IHI 、 J：物

の妙，＇I＇，、 戸li:JI・ーのメモ、j!J!.いのj'十なとf;Ji々 な，＼L.'.鉱fr守

んでい9 が「r,111k；＿－－；：－」の片：（＇1ーのね仰の つである

ともJわれる また、Jdf・（，＼）；（、山川、；H'lllよ、 「型店約

向
ι
H
L
4

i叫

を（＇1＇’Jたが、ニうしたよ化人クルーツが1'1111k：ではいくつか’｜ーれてい合 と く に 11.'d ＼；： ヵ、 ，，.がるにつれ 、 H年’j~ （ l '·J'ti'i

Mi火後のJl,lとしての（tf!Jf1Jを必め、 「リi；十1 · 1 1 (.f. I:.；」につく ’1＼撚地誌 「j出lふι」をk•in＼製し 、 ，！？物Jj,;: /j をも勤めたぷー111 1 [

Hll ( 1 773～ 1850）が j:_(l＼（した ソd~~ 会”、 「iii のi 1Xi」の紛I ~！f＇反応（1811～78）、「Ht!.im記」i臨のノ！、‘干I~.』止 （ 1800～l 8 

78）、「WiJ.H':1

人1初た ι が、 記3止：之J灸のJl,l とした ＂ l1ilh :i~ ＇， なとカミあ ，J た こうしたj瓜i』目lは？ノ1111片；だ.1 ·t に 比 ら ~ 1 る 乃l~ではなく、

ii:Jill.'d＼；：の文化人が .f;Jiに多かれ少なかJl 1.'i'ったものであった ιれが111.なる靴製，iじ鈷の込町iで・ff:きるならば、近

111・ J也）j文人f也l沫の こまにk:'.!.!!.fiするのだが、／Jlj;大な記録を1T） ；（として 、 fl占WU1＇~な ／di ＇ が’ I：れている .＇.＇.i. に Ii:I lせれ

ばなるま い 、1111iのJ己1JJ之のl’l然 、 l瓜俗、 文 化！！1なとを l’｜市の~~：と ）（. .· ；~：で＇＇ ii'i'i l 、た！己•JL；のI也誌、問秒J誌「•JW+I粁！＇，ぶ」

100を100111｝の片：r.・ l人J li長以 Iii 、 その；；［~粋 f に 、 、 1 111.'1＇の hfrl f谷を絵本 t.: fl：たてた ，：·：iJJHd.i. ( 1756～ 1831）と、それにつ

らなる小Ill切がji: ( 1810～ 1888）、小.＇i'F.弘、 さらに l,Y; j川作、肝 1 1道 1 1＼の「j出l~ ねiJj'l:Xl :i~」もこの延長線 1 -. 1 ニ （ 1i:

j;1，：っlfられる また、3o:r・L'J.I：ものfドJIをかけて、膨大な資料収集のもとに完成した！）；！.村iリ.＆による「金城iJni111 

'U」lよ、IJlfrじいたるまでr,111kU1N.M’先のr.1'＇ として止Ffilli さ れ てお り、 まとま っ た ；~＝ n ： は伐 さなかった ものの 、

1J， ~11' 1F.L ；·が’lj'. し 集めた「資的知笈」「 1' J-J~TIJ1ii.1；＝」（よ、近111・ーの外火、場当，j占を 汚える l：で‘うにくことのできない資料mと
なっている。

今 －つ、1'111ik{.. ；－：が，＼ijるものに「J己保本，・，・.γ－；：：」がある ンーボルトからも，：＇：jい止l'f111iを交けたノ'l<？~ ·~ ~： ）（.をなi.1.',i，と

して、全いー｜の・－；：：会をリー トし、その｜“JI；からはtくの俊民が，＇I＇，ていφ とくに、ldtt’dでシーボル トの教えを交け
た fjr必 1.：介は 、 i去に 114 ff h包 j,f.イネー l'.lllf11 1敏とともにl出j~ff・·；：： rir：を ，没 、工 、，， i lf!f:のh’~ . 1 ；：は、11j正Jiltにf.L；えられている よ

介は、＊－HJIけをllJJifo攻 J(.f に ，＇ l',fl: 、見心；（ 大 ’·；：： f ' I ！.γ： ：＇ii；数段などを討て 、 ~Jd1il fii'i物· ；：： の父と ね；せられた。

現代の r，，，山：は文化イ｛ ℃のJ也と ， ；·われて久しいが、 そ れは 、 大 l~-i や点以 Utべ、 その主i. H.lゆえに 併やかさ に欠

けるだけかもしれなL、。ともあれ、 ii:Jill、千代の1'1111k｛にlよ、多くのflA!i'l:(i'・Jな「れ，1;μ.. ；：：」の先月I｛行たちが(I-(1：ーし

たことはたしかである。

徳川義直

r 

1 i剤l,1i"f1i・ll斜（）じ.fll・克ノ・i<) i Li；り＇JHll’＇I 2 lilt 
2 i剤l文Jilli前1,1n::H1 H ’＇ff~；£政 (J'. i::D 12111t 
3. /·1l1~uu，： リ 1! i:b.il ll ~'i1 1 1\ 11'. f~＇. 3 iド’び （｝J;!+:)

9＆・ド1・tl:<llをlOlllr
4. 成功記 i,;I ;LI ilJJJY／’＇j：（制作IM'f"l18巻1s111t
5 . Ui~f< 11 ,j，：紀 i,;J 稲丸と泌rn校

'[;;£1攻fドl::J’＇i:（稲必辿手Ii'!り
170を系｜文l4-&10111t

6. 1111迫1F.>1~ （ '11 回以抄） 1,;1 i Li i 初JW／’び 1 lilt 
7.続11..J.-:k:c Y..会・1>・O 

代型J">'tj且存続，j日記長17(Jつj:
i;b.il ll ＇生、Ji ・ ~'ii11¥h¥.ii: ,1} 
,,;J i [J’初HI!’＇i:
f!J ff千次 · Mi川 ~il\h\.ii: ,I ト 40を13111t

10｛会
8. l1il 

堀正意 （杏庵）

9. 克ノid旬以llfli:.1じ田谷 JJ~＼ 1F. .む‘ 't：！：ノk(J'.l/:J’1j: ( 1'1市）
1 lllfl:<I 2枚

10. !1i'1:2 ~~ 11¥,jlリl)(Jilt本 l,;J ll({.fll21 iドリ
2m 311lt 

天野信景

11. 5i,KJ1i.. 
12. ｝己1+1111!1丸／：＿；

JdfL ；； ~· < U ; ~、： JtJ J"I 129巻町｜｜｜｝
LH反政＇ft Jdff,¥ ！ ； ~· Mi 校
Xf以6q•:•j: 1 lilt 
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14. /J長点鈷

23111t 

吉見幸和

15. ，＇｛見’本，1;=11 $止
16. 1己鋭利，号 在 卜
17. ト1!1(¥;:l正義

"ff見Y.fll ’＇I
l•;J 延下5qげ以l’｜市）
!iii 
i卓三HーリUi見事i!Cfi)3を5lilt 

18. 山比／dt大j、占比All持大J:,1：：状 ’1j: 1 lilt 

河村秀頴・秀根・益根

9 ｛会g111t 
1 lilt 

19. ,1 ：：紀 ~S ~＇t. inJ村禿似.；；；：inJ.f.tJ)立十H.1..HlW 
iU；よJYJ1:11 30を20111t

" :J 



20. 六r"-1iJ.：集解 l1iJ 
ィ工I; 1j1 )YJ l'IJ ・万（柄本、inJ村:f.;fl{・ li~似等市）
（ず， ,J;k{ diltf＼ 担H•火l其1.11 節（A迩 ） 116附

21. ｜ ！本 .Xl!8.iX9.実録 版以（）峠i~平総；l:M I 3ij'.f1J
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針lI ill 11¥ 111厳） 10巻211サ
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46. 道治資講

47. 文会才1HJ

，，，村政ノ・i＜品目 i I）；，＼くJYPJ:
400).136711サ

山的必縦太平113 iドfl]
1l1H.l.¥:li波，11 20& 1111r 

尾崎良知

48. I日l l日I liif 
ifj'f後?.i. J(.jJ/Jf込先日成，1120巻I3illr

石川安貞 （香山）・嘉貞 （魯庵）

49. 資治通鑑証祈i
:;j(・百rn＆光撰剖l三.ftl°'i' ＆.主イ 1川安~lil1El1 1l
江J; .-KJYPj:（石川泌』江市） 294>.1294lllr 

内藤東甫

50. 4長ナ｜怜m芯 JAJ綴W:11iィ上Ii1JiJYPf 100).1100附
51. 張城尚尚会 RIVI ;l:if. f1J 1 illr 
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高力種信 （猿猿庵）

52. IJfJ中長談話 出JJHH.'l '1J: ( i'I 71't) 1 11サ

深田正詔

53. ｝出L~，ぶ 深lllJ［：昨日等制 Xf~ 15 ipf 
60巻111 &6lfllr・附l'Xll4枚

深lll1Ulfl iU ;,i、：JYPJ(f1'.'H l 16lllr 54. jく （~：会記

細野忠陳 （要斎）

55. .m ·￥·斜（~,1来〔ffのj時l〕
*Ill型 f;g、位~ iU；ぷrnrり．（｜’I~ I下 l 6 illr 

岡田啓 （文圏）

56. Jr!,必？＇.1WIヌl会 1lfi＊制
｜州ll1lJ・＇HII ill 11＇（苛：縦 森，.，・：；：m小 111l;IJイJ'il：守＝幽
パf~＇. 15iド1:11 7 &7illf 

57. ·~ .1 ~/111.lじ｜』r.111111'( JJ: (l'J 'Mi＂体）
（ 名前九~di((f＼担＇！｝1j1 ！≫以1,1禍凶｛） 111サ

水野正信

58. ft的利I& 1J< 'J!fJF.L縞~ ;u’A、＇）t/j]j:. 1:1]( !'I "ft) 
6紛94lllr

li1J iU; ,¥JYl"f(liif) 12>.11031附
1111 f•iJ "•ill 204111t 

59. 111州わ;);1,1}
60. 11i：：会：紀！HJ

小寺広路 （玉晃）

61. ~71'1-.··;:: ti ；殺 ， I ~ 小.＇f' Uttィ[I；ふ：JYI’び(l'j"it) 26巻2211ザ

奥村得義

62 . 令城詰1l11 i鉢奥村n~世 l1iJ 65&. f.t 1巻66fllr
63. lリl倫→；：・始h;I〔lEj秘鈷〕 Iii］（奥村川J富市） liHr 
安井重遼

64. ~（＼）J)J集 安； 1: .m~制；1:1 ; .-KJYJ’び・「I] 23ilit 
65. J;£1?.ili皮1Hぷ fiiJ ’＇J：（「I"it' 必水6if.Ji三） 43illt 

植松茂岳・有国

66. 大；siJH,',¥・H総月後1If:止 ’＇I （｛司1,tt'.H1ifrlli必）1 lilt 
67. 校』lニ 1JけL記ドf.t ·,'l ＇，）~Ji 昨~l, J ；：・、 1t& ttrn~• .：刊犬

Mt公1：立／｛；校 lリIifiBil'・ f1J( ltl1長i1&iJll家）
3 >.1 3 111r附2通

68. 対i淡＿：＿ （け告 d事JJ；（冬嗣匂；紛 糾十•1:1支 ，＇＂｛.· ヲ~校
弘化2iド「I] 6巻12illl"

69. あ~I". II 本 ~L.'. ·j'l]f点道下~＊日 立n作l市校 刊 （ llJ ll何版桜刻）
嵯応3'<H1li怯イii必：；；校合本 40&20111r

山田千晴

70 . .fk l立I i殺 .1 ~ 1J1UIT－ ~.：＼ j仁Ii,KJ日l"J'.（「！？ぞ）
23&24111} 

71. 戸f ’J~ .~i.'. 巻 L·F 3・（111111 f囲約下）f.t .Vll.•.'.i. 4 ill} 
72. jじJi畑作解 il I Ill千略雌応4ij'.Jj：（制本） 1 lilt ( 
73. 11 + ,1 ~紀 ？？人組」：苛：縦 il:J；初JYJ1'1] 

jゼd長i滞lλ・J/ill・ililllT，’品IIl月波 30｛全15i｜ fr 
74. 絞II本紀 任里f』·~道てt；縦 i • 'I (f・「’Vil. .J.) 

｜日J 28>.120ill} 
嘗百社

75. i，＇（本刊誌i'i ('i人民一i三 fl] （；文政lQij'.l!Ji)
（名古！；｛di白（＼j)!j}1j1火［'X[,11釘i店主）3巻3111}

76. イi,ij.i,'i:－＊凶説 f1i] 文政lOiドfl]
( 1.11 i 3>.12ittr 

77. 4叫工会物品｜｜鉢 'iT (i社制 ）（保6if.l'IJ 1 JIU-
伊藤圭介
78 ..泰州本1,q',Mt 伊藤主介訳文政12ilとfl]

2>.1 ・ H2>.13ilサ
79. ）｝主；枝川Mi-Ci r.i fJ~ d＜単J卦；I¥ I :111 (•I •敏校

~｛，水 7'.j'.1:11 3:fr.f.J1巻4lllr 
上田仲敏

80. Proeve eener Japansche S praakkunst: Toegel i cht. 
Donker Curtius, J H .. verb. door Hoffmann 
Leyden. 1857 161M洋・・；：：fiJ':lll員長 1 v. 

81 Reglemet op de Exercitien en Manoeuvres 
der lnfanterie. 
Breda. 1855: nage<lrukt te Nagasaki. 
A nsei 4 ( 1857) I日I 3 "・ 
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む二：：：；；~ぷ込J L全治： γ ／しノ、ムミ~：－ど；ミとコ~（－－；，~

4. 11 ・Fあれこれ

紅、の文Ji\(での初fl ：・J~ とな 1 た 『駿J{.fi向l分物i剤IJ且」 L似』 のカードft が消んだヒ（（、先放の似）＼：・ 1以 l＼：が満州、｜の位；林！χl

，！？釘；に主卜fr：されました。む上うどそのt（（、よJil(1iJj・11誌の・：ui灯本の1'1J.止を制）＼：l＼：が子がけられていましたので、私

がそれを •J I き似いで 、 光成させることになりました。 ， i ；： ~L’jと ｜： かなり dil"J(l'ojなfJ:・Fでしたので、多少，＇I，＇心はしま

したが、りl"W・Jな’l'J・利lみはMJj: l＼：が以；に（＇I＇られていましたし、また、いろいろな，1,-,1；：が)j々 にあるので、，1；：誌がj
な目FMは；ifljj';-11＇・く憶えられました 。これは、タイフライターでJlち、紅、のへたな’Jで姐荏を，1；：いて：～｜凡llllH'1＇り
ました。 -Jiitは悩Jj:l＼：に進出し、伐りは）（Ji¥(にありましたが、後に－-lilt、和｜リ1大γー閃J泊1にその）jJ(1jの研究行の

みがいら っしゃるのでぜひ、とおしゃるので、 2前例しました。

また 、 I J.!J'tU； ゃ＂；三l：に ，ti~II））したり寸るようじなり、初めは、むつかなびフくりだったのですが、 t党々 似れてい

きました。なんといっても、しょっ ちゅう ，1,,1 ；： を 1＆ っ ているというのカサ~~ll味でした。

、1111.＼・：のJJ.!J＇ιr；の数はまらまちで、全然水ない｜｜もあり 、＂；：：＇！；が(uJ人か4とるという日もあり、なかなか平均1る
のが~m しいのですが、、ド均すると A人くらいでし ょ うか、今よりは少なかったでt。 ｜矧 ＇tiおは 、 ＂？ -f'i· やその古代介

；｜火をJ与って米る’／＇＋ーがほとんどで、引に制限はしていないのですが、γi1ifiもXiiられておらず、イトとちがって人り

にくいので、 i令やかしとね；する人はほとんどいませんでした。

そのほか、｜刈J；の市桃といったfl:,Fもありました。これは、j出桁術史料のW:l.Eーということで、名1出九｛I剖，1；：釘；（
IJl五f\Plf0 1!1 0~ 1ヌ1 ,1 ；：釘（）から 本 を （／＇，＇ り /I', してこちらでりしたり 、 あるいは 1!1 ］ うでわーしてもら ったりということを、継

続的に行っていたのでナ。：1111.1；：はわりにi’｜｜｜｜だったんです。1iJi'先生から、これはアルバイトでやってくれ、と言

われましたので、勤務H、＇i'li:J 内ではなく 、｜’ l ’七に持ち出1 ：· っ て：（'i:耕したこともあります。 以前から紺：統的に~ft緋をし

ている人はj主＇rtで、H、のじれにはもう千11'11できていました。林政史川究室のほうで、その主人に会ったことがあり

ますが、 l 'i かたぎの川端 .I；の f係の )jで 、 大JI必鎖市I＞さんとかおっ しゃいました。 その他にも (nf 人かで~j： してみ

えたようです。これは），lfi，＇（校総の地紋の入った付色のMJU.:fll：仏製本されており、前求砕けの ーI・ ii.～二 ｜詐く

らいの川に入っています。

ll({tll ls:i'・tれから、r,,111.,; diより、 r r. i 1 lli：路 ， 1 ；： 」 ！ ＇ljij'の ~ur;がもちあがり 16 iJ ＇.ーから制袋’J~業に .ti Fしたのです

が、結11¥t.I；には、1111iのれ)j1f1iの鈴々たるメンバーが日とま っていました。ll({f!l241ド3J Jまでの結11ll.tの経科や、 k;tt,j説会：
L1の変選については 1litM長先生が ， 1 ；：かれた「出iげ1川；此1 i ＊·＇~l l IJ.JJ (ll({tll24'.i:・-t'1 rll)-r{d1数行委n会わJ）に詳し
く ， 1 ；：かれています 。 払 ｜’ ｜ 身 、 qi~後 、 この·） ~ $1.:i永一く l見！わるように〈よるのですが、 ：1111 .'i li:Y, 1 11九 i_ di とは f11J の ｜見l係も

なかったのであまり主｜｜らないのです。しかし、伎町l会からも、 hu!lnJとして災，悦先生が、また参与としてJiJi・先生が
参加しており、）（／1＼（も令1f1i(l'・Jに協力することになりましたので、 j己由!J久タl；先’1：.やd1杭先生｛也数jうが、文wの見＂；そ
がてら資料の選定に？（Iまりがけでみえまし（1021／己的先生もまだ50－｝＇くらいで、安も烈々としていら っしゃいまし

た。 その後の市桃は、米』i〔で1／ したと ， j· うよりは 、 名古hiへ十トJ て米て 、 徳川工；術館の ’） ~1：主主あたりでりしたん

じ v ないかと 思います。 1／点にとったり 、 ））弘前川紙にへンで1γ＇J：したりしたようです。 、 11 11. ＼·：の私自i 集 長： L~の人たち

は 、 まあ新米と 見たんでしょう 、 あまり戸もかけてくださらなか7たので Jー が、 ；文 l•l （の i' l'ifll:><I,1iJi＜；の解説を全日｜；

l’｜分でつけておいたところ、 i1111 ｜私iiMJl'J:.ーがたんねんに読んで ドさり、

• I・：： . : . : . : : ＇・・： 多少 （ I: ’J ~ もできるということで、 J iJi 先生がおそらくひきたててくださ っ－－． ・・””ニ・、 I • • • －ー
・時 . ~ J<. 長政・ ‘x ．－・‘；； .. ; ·,;• " .q ： ： ・ ＇. ~ ：； : : : ;: : たこともあって、お（1j1JllJに入れていただくことができました。111111先生
; ~ ： ：. ~ ' ！日 ベ ヲ~ ~ ； i は 、 制II目 「 要所の~·； f筋にあたられ、とても公、！とな)jでj仰lがよかったで
・: I ;E l ~ すね。 「才111制服，1；：」については、また後でまとめておぷしすることに
l しましよう。 織戊支：J 川溢~1：丈l

（ニU＞ンリ λ1J11:1t1161 rr.干占iのg『主a』をJ」Lにま臼uとしたLので，j〕
注1)r蓬左文庫朝鮮本目録J （昭和13年12月干リ） 〔写真左〕
ii: 2 ) 1ifi!.f「まん名，1;1;;_;&,1ト総lIU」によれば、 1111.f1116Wsハ711より llJ:il、総築
安il、参り、 i'.fr'.'}1、fV仁川tに於て郷｜資料の訓：ft引いた

ti'. 3 ) 1I1111紋泌氏が制探査トilに就任したのはll{j利l18Wli。 (i,;j ｜：九による）

安次川以ぶのお矢IIらせ 「蓬在幻iltの111文，1；：」 ll(W164iJ=. 1JI711 (I)～3川1211(11) 
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r, ,11h{ di pを／r.文l•F ,1 ；文 ， 1}' 111 .fj~ l"l I I J.J( I斗 ） 2, SOOP J 

I (1ll;i 久 •J:1 ； コレク ンヨン U 付加一一二集 作 l,500PJ

4〆I1111-t!.;'(t ,1H1U州）オミ引・総llH(S 53{1ニJI]) 2, OOOPJ 
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700P J 

400円

各 300PJ
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蓬左文庫所蔵古地図複製 Na.1～No 15 ( S 55～61年刊）
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同

同

同

同

同

同

同

同

同

第8巻（s 57年刊）

第16巻（ 同 ）

第19巻（ 同

第17巻（s . 58年刊）

第4巻（s. 59年刊）

第9巻（s 60年刊）

第11巻（ 同 ）

第18巻（1) （ 同 ）

第18巻（2) （ 同 ）

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円 弘、

同 第15巻 （s 61年刊）

同第14巻 （ 同 ）

同第10巻 （ 同

同第2巻
一尾藩世記 上一（s. 62年干ij)
同第3巻

一尾藩世記 下一（ 同

3,000円

3,000円

同 第13巻

一天保会記紗本 （ 同 ) 3,000円

＊以 ｜：の11¥J；川知は、本文1+・1・；務主におし、てlii({jjしてし、ます。出；jj;_:fl；＂＇／｛の)jは到；jf;.f↓が必・i:：ですので、お｜日］し、イ川
わせ卜’さし、。（ただし、，1,J也｜χ｜似裂は昨l)j詮ィ、ufl I 

I> I> b 利用ご案内 ＜］ <] <] 

I>開館時間 午前 9II寺30分一午後 511.]'

I>休館 日 毎月ll/1[R・ m 3全ll1'i[11 （館内燃理日 ）
I B~に 屯なる場合1；日 B~＇ I開館 、 ll 大 11'、館1祝日｜ ., 
\fjB~ ＂月 。大l.f;bii I 

年末年始 (1 2 ）~ 28 11 ～ 1 J l 4 H) 

館内に限I）、館外貸し出しはいたしませんI>開 覧

（｜見l覧料）持ilfl図；I}: 無料

重要図占 有料 （1日l¥35QllJ) 

示 ｜組 II .］＇ 磁力ーの一部を ）｝~ ／）；

（特別展を｜徐き入場無料）

I>複写サービス 普通図書のうち、保存上；；：月・＼：＜のない

I>展

ものについて絞りサービスを行いま

す。その他、 マイクロフィルムの利

用、写真版；；与の申請を受け付けます

ので、ご米IIl!のJ・.、ご相談下さい。

名古屋市蓬左文庫

〒461r. 111屋市東区徳川Ill]1001需地
fi(052)935-2173 
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「j目。：：；’FW」ii・

「iliii¥ A~、」 卜 11 （、 iA：歩 4 分
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仁

巳fllilケ斤
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朗幹，、ス 抗鉱，、ス
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「蓬左」第35号 会II（｛手11635ド7J J 2311先行 会編集 ・発行・名古屋市蓬左文庫（東区徳川町1001番地）

カ無料 交不定期刊行 交印刷：大同印刷株式会社（東区泉2-3-18)
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